木工継ぎ手の作成

氏名：　　　　　　　　　　

作業工程計画書 
基本的な継手の作成手順を考えなさい

	作業工程
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	（　　　　　　　　）

↓
（　　　　　　　　）

↓
（　部材加工　）

↓
（　　　　　　　　）
↓
（　　　　　　　　）
↓

（　　　　　　　　）
↓

（　　　　　　　　）
	１，（　⑤　）
２，　A勝手墨（　②　）
B加工墨（　④　）
３，（　③　）

４，（　⑦　）
５，（　⑩　）
６，（　⑧　）

７，当て木で軽く平均によく打って組み込む。

８，（　⑥　）

９，（　⑥　）
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下記より選択し、作業工程の欄を完成させなさい

	総仕上げ
	墨付け
	仕上げ

	木取り
	組立
	検査


下記より選択し、ポイント（留意事項等）の欄に番号を記入し完成させなさい
	1 つのを削って、表面の胴付き墨線を消す。

	2 木取りした部材の上下や左右などを取り違え加工しないように、使い勝手の印をつけること。

	3 材料を万力で固定して、○印の両側墨線の外側の墨きわを胴付の墨線までひく。

	4 加工箇所を示す墨線のことで、各部材に図面の寸法をとること。

	5 木材を所要寸法の角材・板材に製材する。

	6 組み手の内側に直角定規をあて、直角になった状態で胴付き部に隙間がないかどうか調べる。

	7 ×印部材の胴付き墨線から１～2mm残して、のみを垂直に打込む。

	8 墨線いっぱいで仕上げる。

	9 刃裏を斜めに打込み、三角に欠き取る。


作業工程計画書 （模範解答1）

	作業工程
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	（　　木取り　　）

↓
（　　墨付け　　）

↓
（　部材加工　）

↓
（　　仕上げ　　）

↓
（　組み立て　）

↓

（ 　　検査　　 ）

↓

（　総仕上げ　）
	１，（　⑤　）
２，　A勝手墨（　②　）
B加工墨（　④　）
３，（　③　）

４，（　⑦　）
５，（　⑨　）
６，（　⑧　）

７，当て木で軽く平均によく打って組み込む。

８，（　⑥　）

９，（　①　）


	


下記より選択し、作業工程の欄を完成させなさい

	総仕上げ
	墨付け
	仕上げ

	木取り
	組立
	検査


下記より選択し、ポイント（留意事項等）の欄に番号を記入し完成させなさい

	1 つのを削って、表面の胴付き墨線を消す。

	2 木取りした部材の上下や左右などを取り違え加工しないように、使い勝手の印をつけること

	3 材料を万力で固定して、○印の両側墨線の外側の墨きわを胴付の墨線までひく。

	4 加工箇所を示す墨線のことで、各部材に図面の寸法をとること

	5 木材を所要寸法の角材・板材に製材する。

	6 組み手の内側に直角定規をあて、直角になった状態で胴付き部に隙間がないかどうか調べる

	7 ×印部材の胴付き墨線から１～2mm残して、のみを垂直に打込む。

	8 墨線いっぱいで仕上げる。

	9 刃裏を斜めに打込み、三角に欠き取る


作業工程計画書 （模範解答２）
	作業工程
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	（　　木取り　　）

↓

（　　墨付け　　）

↓

（　部材加工　）

↓

（　　仕上げ　　）

↓

（　組み立て　）

↓

（ 　　検査　　 ）

↓

（　総仕上げ　）


	１，木材を所要寸法の角材・板材に製材する。

２，A 勝手墨
（木取りした部材の上下や左右などを取り違え加工しないように、使い勝手の印をつけること）

B 加工墨
（加工箇所を示す墨線のことで、各部材に図面の寸法をとること）

３，材料を万力で固定して、○印の両側墨線の外側の
墨きわを胴付の墨線までひく。

４，×印部材の胴付き墨線から１～2mm残して、のみを垂直に打込む。
５，刃裏を斜めに打込み、三角に欠き取る
６，墨線いっぱいで仕上げる。

７，当て木で軽く平均によく打って組み込む。

８，組み手の内側に直角定規をあて、直角になった状態で胴付き部に隙間がないかどうか調べる

９，つのを削って、表面の胴付き墨線を消す。
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